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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ネットワークに接続されパケットの交換を行うパケット交換装置において、
複数のポートと、
上記各ポートから入力された上記パケットを交換するとともに上記各ポートから外部に上
記パケットを送信するパケット交換部とを備え、
上記各ポートと上記パケット交換部との間にはそれぞれ、
当該ポートを介して入力された上記パケットに、当該パケット交換装置情報および当該ポ
ート情報から成る識別情報を追加して上記パケット交換部に送信する識別情報付加部と、
上記パケット交換部に送信されるパケットのうち、設定されたＩＰアドレスを有する上記
パケットを検索する識別情報検索部と、
上記識別情報検索部にて検索されたパケットの上記識別情報を格納する検索結果格納部と
、
上記パケット交換部から上記パケットを外部に送信する際に、上記識別情報を除去する識
別情報除去部とを備えたパケット交換装置。
【請求項２】
上記識別情報付加部は、上記パケットのフレームのＶＬＡＮタグに当該パケット交換装置
情報および当該ポート情報から成る識別情報を追加して追加ＶＬＡＮタグとして付加し、
上記識別情報除去部は、上記追加ＶＬＡＮタグを除去する請求項１に記載のパケット交換
装置。
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【請求項３】
上記パケットに通常ＶＬＡＮタグが設定され、当該通常ＶＡＬＮタグが設定されたパケッ
トの交換を行うパケット交換装置において、
上記識別情報付加部および上記識別情報除去部には、上記通常ＶＬＡＮタグがポートベー
スかタグベースかのＶＬＡＮ種別の情報があらかじめ設定され、上記ＶＬＡＮ種別の情報
に応じて上記識別情報付加部は所定の位置に上記追加ＶＬＡＮタグを追加し、または、上
記識別情報除去部は所定の位置から上記追加ＶＬＡＮタグを除去する請求項２に記載のパ
ケット交換装置。
【請求項４】
上記識別情報付加部を通過していないパケットか、上記識別情報付加部を通過したパケッ
トかを選択して上記パケット交換部に送信する第１セレクタと、
上記識別情報除去部を通過していないパケットか、上記識別情報除去部を通過したパケッ
トかを選択して外部に送信する第２セレクタとを備え、
上記ポートに他のパケット交換装置が接続されている場合には、
上記第１セレクタは、上記識別情報付加部を通過していないパケットを選択し、
上記第２セレクタは、上記識別情報除去部を通過していないパケットを選択し、
上記ポートに他のパケット交換装置以外が接続されている場合には、
上記第１セレクタは、上記識別情報付加部を通過しているパケットを選択し、
上記第２セレクタは、上記識別情報除去部を通過しているパケットを選択する請求項１な
いし請求項３のいずれか１項に記載のパケット交換装置。
【請求項５】
上記パケットに追加する当該パケット交換装置情報および当該ポート情報から成る識別情
報、および、設定されたＩＰアドレスの情報を外部から入力して格納する設定情報格納部
を備え、
上記識別情報は、上記識別情報付加部に、
上記設定されたＩＰアドレスの情報は、上記識別情報検索部に送信される請求項１ないし
請求項４のいずれか１項に記載のパケット交換装置。
【請求項６】
上記検索結果格納部は、上記識別情報検索部にて検索されたパケットの上記識別情報を外
部に送信する請求項１ないし請求項５のいずれか１項に記載のパケット交換装置。
【請求項７】
請求項１ないし請求項６のいずれか１項に記載のパケット交換装置が複数個ネットワーク
を介して接続されているネットワークシステムにおいて、上記パケット交換装置の内、い
ずれか１つの上記パケット交換装置には、上記複数個のパケット交換装置のすべてに対す
る、当該パケット交換装置情報および当該ポート情報から成る識別情報と上記設定された
ＩＰアドレスの情報との設定、および、上記各検索結果格納部の識別情報を監視する設定
監視端末が接続されているネットワークシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、不具合を特定するための時間を削減することができるパケット交換装置お
よびネットワークシステムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のパケット交換装置は、ネットワーク異常発生時に、原因究明の手段として、ＬＡ
Ｎアナライザを用いてネットワークを流れるデータをキャプチャし、ネットワークに悪影
響を及ぼす異常なパケットが存在しないかどうかを確認し、存在する場合は、キャプチャ
したパケット内の送信元ＩＰアドレスの情報からそのＩＰアドレスを持つ端末の異常発生
を知ることができる（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平０８－１７１５２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来のパケット交換装置は、端末とＩＰアドレスとの対応が管理されている必要があり
、勝手にまたは故意にネットワークに接続された管理外のＩＰアドレスを持つ端末が原因
の場合や、そもそもネットワークに接続される端末を管理していない場合は、その端末が
ネットワーク上のどこに存在するか把握できず、その特定に非常に時間がかかるという問
題点があった。
【０００５】
　この発明は上記のような課題を解決するために成されたものであり、不具合を特定する
ための時間を削減することができるパケット交換装置およびネットワークシステムを提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明のパケット交換装置は、
ネットワークに接続されパケットの交換を行うパケット交換装置において、
複数のポートと、
上記各ポートから入力された上記パケットを交換するとともに上記各ポートから外部に上
記パケットを送信するパケット交換部とを備え、
上記各ポートと上記パケット交換部との間にはそれぞれ、
当該ポートを介して入力された上記パケットに、当該パケット交換装置情報および当該ポ
ート情報から成る識別情報を追加して上記パケット交換部に送信する識別情報付加部と、
上記パケット交換部に送信されるパケットの内、設定されたＩＰアドレスを有する上記パ
ケットを検索する識別情報検索部と、
上記識別情報検索部にて検索されたパケットの上記識別情報を格納する検索結果格納部と
、
上記パケット交換部から上記パケットを外部に送信する際に、上記識別情報を除去する識
別情報除去部とを備えたものである。
【０００７】
　また、この発明のネットワークシステムは、
パケット交換装置が複数個ネットワークを介して接続されているネットワークシステムに
おいて、上記パケット交換装置の内、いずれか１つの上記パケット交換装置には、上記複
数個のパケット交換装置のすべてに対する、当該パケット交換装置情報および当該ポート
情報から成る識別情報と上記設定されたＩＰアドレスの情報との設定、および、上記各検
索結果格納部の識別情報を監視する設定監視端末が接続されているものである。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明のパケット交換装置は、
ネットワークに接続されパケットの交換を行うパケット交換装置において、
複数のポートと、
上記各ポートから入力された上記パケットを交換するとともに上記各ポートから外部に上
記パケットを送信するパケット交換部とを備え、
上記各ポートと上記パケット交換部との間にはそれぞれ、
当該ポートを介して入力された上記パケットに、当該パケット交換装置情報および当該ポ
ート情報から成る識別情報を追加して上記パケット交換部に送信する識別情報付加部と、
上記パケット交換部に送信されるパケットの内、設定されたＩＰアドレスを有する上記パ
ケットを検索する識別情報検索部と、
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上記識別情報検索部にて検索されたパケットの上記識別情報を格納する検索結果格納部と
、
上記パケット交換部から上記パケットを外部に送信する際に、上記識別情報を除去する識
別情報除去部とを備えたので、
不具合を特定するための時間を削減することができる。
【０００９】
　また、この発明のネットワークシステムによれば、
不具合を特定するための時間を削減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】この発明の実施の形態１のネットワークシステムの構成を示した図である。
【図２】図１に示したパケット交換装置の構成を示した図である。
【図３】図２に示したパケット交換装置の識別情報処理部の構成を示した図である。
【図４】図３に示したパケット交換装置の識別情報付加部における動作を説明するための
図である。
【図５】図３に示したパケット交換装置の識別情報除去部における動作を説明するための
図である。
【図６】図１に示したパケット交換装置にて用いるパケットを示した図である。
【図７】図６に示したパケット交換装置にて用いるパケットの詳細を示した図である。
【図８】図７に示したパケットの設定例を示した図である。
【図９】この発明の実施の形態２のパケット交換装置を用いたパケットを説明するための
図である。
【図１０】この発明の実施の形態２のパケット交換装置の構成を示した図である。
【図１１】図１０に示したパケット交換装置にて用いるパケットを示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
実施の形態１．
　以下、本願発明の実施の形態について説明する。図１はこの発明の実施の形態１におけ
るパケット交換装置の構成を示す図、図２は図１に示したパケット交換装置の構成を示し
た図、図３は図２に示したパケット交換装置の識別情報処理部の構成を示した図、図４は
図３に示したパケット交換装置の識別情報付加部における動作を説明するための図、図５
は図３に示したパケット交換装置の識別情報除去部における動作を説明するための図、図
６は図１に示したパケット交換装置にて用いるパケットを示した図、図７は図６に示した
パケット交換装置にて用いるパケットの詳細を示した図、図８は図７に示したパケットの
設定例を示した図である。
【００１２】
　図において、ネットワーク１００には、パケットの交換を行う複数のパケット交換装置
１ａ～１ｅが接続されている。そして、各パケット交換装置１ａ～１ｅには、ＬＡＮ回線
２ａａ～２ｅａを介してＩＰ端末８ａ～８ｅがそれぞれ接続されている。そして、各ＩＰ
端末８ａ～８ｅは、それぞれＩＰアドレス９ａ～９ｅを有している。尚、図においては、
説明の便宜上、１つのパケット交換装置に対して、１つのＩＰ端末が接続されている例を
示したが、これに限られることはなく、複数のＩＰ端末がそれぞれのポートを介して接続
されている場合が一般的である。パケット交換装置１ａ～１ｅは、接続されているパケッ
ト交換装置またはＩＰ端末毎にそれぞれ接続するための回線終端部（ポートと同義）３ａ
～３ｎと、この回線終端部３ａ～３ｎにそれぞれ接続された識別情報処理部７ａ～７ｎと
、これら識別情報処理部７ａ～７ｎ全てが接続されているパケット交換部４と、回線終端
部３ａ～３ｎ、識別情報処理部７ａ～７ｎ、およびパケット交換部４に内部設定・監視用
バス６を介してそれぞれ接続されたプロセッサ部５とを備えている。
【００１３】
　そして、パケット交換装置１ｂのプロセッサ部５には設定・監視端末８０が接続されて
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いる。尚、図１においては、設定・監視端末８０はパケット交換装置１ｂに接続されてい
る例を示したが、これに限られることはなく、パケット交換装置１ａ～１ｅのいずれかま
たは複数に配設されてもよい。そして、識別情報処理部７ａ～７ｎは、回線終端部３ａ～
３ｎから受信したパケットに対して識別情報を埋め込んだ追加ＶＬＡＮタグ（以下、「識
別情報を埋め込んだ追加ＶＬＡＮタグ」を「追加ＶＬＡＮタグ」と称す）を付加し、ＦＣ
Ｓの再計算を行い、第１セレクタ７３に送信する識別情報付加部７１と、パケット交換部
４から受信したパケットから追加ＶＬＡＮタグを除去し、ＦＣＳの再計算を行い、第２セ
レクタ７４に送信する識別情報除去部７２と、第１セレクタ７３に接続され、第１セレク
タ７３からのパケットを監視し、設定されたＩＰアドレスに一致するパケットの追加ＶＬ
ＡＮタグの識別情報を検索する識別情報検索部７６と、この識別情報検索部７６の検索結
果である識別情報を格納する検索結果格納部７７とを備える。
【００１４】
　さらに、経路選択の情報、識別情報設定するためのパケット交換装置番号およびポート
番号の情報など、追加ＶＬＡＮタグに対する情報、および、情報を得たいＩＰ端末８ａ～
８ｅのＩＰアドレス９ａ～９ｅの情報が設定・監視端末８０からプロセッサ部５を介して
設定され、経路選択の情報を第１および第２セレクタ７３、７４に送信し、識別情報設定
するためのパケット交換装置番号、ポート番号などの情報は識別情報付加部７１に送信し
、設定されたＩＰアドレスの情報は識別情報検索部７６に送信している設定情報格納部７
５とを備える。尚、設定・監視端末８０が接続されていないパケット交換装置１ａ、１ｃ
～１ｅにおいては、設定・監視端末８０からプロセッサ部５を介して設定される、経路選
択の情報、識別情報設定するためのパケット交換装置番号およびポート番号の情報など、
追加ＶＬＡＮタグに対する情報、および、情報を得たい設定されたＩＰアドレスの情報な
どは、パケットにてパケット交換装置１ｂから各パケット交換装置１ａ、１ｃ～１ｅに送
信され、それぞれ設定される。また、プロセッサ部５から設定・監視端末８０に送信され
る検索結果も同様に、パケットにてパケット交換装置１ａ、１ｃ～１ｅからパケット交換
装置１ｂに送信され、設定・監視端末８０に送信される。
【００１５】
　そして、第１セレクタ７３は、経路選択の情報により、回線終端部３ａ～３ｎに接続さ
れているものが、ＩＰ端末８ａ～８ｅの場合には、識別情報付加部７１からの経路を選択
し、他のパケット交換装置１ａ～１ｅの場合には、識別情報付加部７１を介さない経路を
選択する。第２セレクタ７４は、経路選択の情報により、回線終端部３ａ～３ｎが接続さ
れているものが、ＩＰ端末８ａ～８ｅの場合には、識別情報除去部７２からの経路を選択
し、他のパケット交換装置１ａ～１ｅの場合には、識別情報除去部７２を介さない経路を
選択する。また、識別情報付加部７１の追加ＶＬＡＮタグの付加は、例えば図４に示すよ
うに、（１）識別情報付加部７１通過前のフレーム状態から、（２）識別情報付加部７１
通過後のフレーム状態と成り、追加ＶＬＡＮタグを追加する。また、識別情報除去部７２
の追加ＶＬＡＮタグの除去は、例えば図５に示すように、（１）識別情報除去部７２通過
前のフレーム状態から、（２）識別情報除去部７２通過後のフレーム状態と成り、追加Ｖ
ＬＡＮタグを削除する。そして、プロセッサ部５は検索結果格納部７７から検索結果であ
る識別情報を読み出し、その検索結果を設定・監視端末８０に表示する。
【００１６】
　上記のように構成された実施の形態１のパケット交換装置の動作について説明する。ま
ず、追加ＶＬＡＮタグの設定方法について説明する。通常、パケット通信に使用されるフ
レームは図６に示すように設定されている。これに対し、追加ＶＬＡＮタグは、ＴＰＩＤ
とＴＣＩとにて構成されており、この内、「ＴＣＩ」は図７に示すように、プライオリテ
ィ、ＣＦＩ、ＶＩＤにて構成されている。この中の「ＶＩＤ」の１２ｂｉｄ分を用いて識
別情報を設定する。設定する情報は、パケット交換装置番号と、ポート番号とである。よ
って、１２ｂｉｔ分にてこれらを設定するための設定方法としては、図８に示すように、
設定１から設定９までのパターンが可能である。例えば、設定１で説明すると、パケット
交換装置番号を３つ設定する場合には、２ｂｉｔ必要と成り、残りをポート番号の設定に
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使用することができるため、残りの１０ｂｉｔで１～１０２２までの番号が設定可能と成
る。以下に示した設定２～設定９においても、同様に設定することができ、実際の使用環
境において必要と成る、パケット交換装置の数と、ポートの数とにより適宜設定されるも
のである。但し、各パケット交換装置１ａ～１ｅにおいては、同一の設定が行われている
ものである。
【００１７】
　そして、ネットワーク１００において、ＩＰ端末８ａが異常パケットをネットワーク１
００に送信し、ネットワーク異常が発生しているとする。このとき、ＩＰ端末８ｃ側でＬ
ＡＮアナライザ１０１によりキャプチャしたパケットで、ＩＰアドレス９ａのフレームが
異常原因だと判明した場合について説明する。この場合、ＩＰアドレス９ａを持つＩＰ端
末８ａをネットワーク１００から切り離しネットワーク異常を復旧する必要がある。この
ため、ＩＰ端末８ａがいずれのパケット交換装置のいずれのポートに接続されているかを
検索する必要がある。このことを検出するために以下の動作を行う。
【００１８】
　まず、パケット交換装置１ａ～１ｅの識別情報処理部７ａ～７ｎには、設定・監視端末
８０から、プロセッサ部５を介して、経路選択の情報、識別情報設定としてのパケット交
換装置番号およびポート番号の情報などの、追加ＶＬＡＮタグを作成するための情報およ
び情報を得たい設定されたＩＰアドレスの情報が設定される。以下、具体的には、図１に
おけるＩＰ端末８ａが接続されているのが、パケット交換装置１ａの回線終端部３ａおよ
び識別情報処理部７ａとして説明する。
【００１９】
　また、ＩＰ端末８ａが異常であるとＬＡＮアナライザ１０１の情報から判断されている
ため、情報を得たい設定されたＩＰアドレスとしては、このＩＰ端末８ａのＩＰアドレス
９ａだと設定する。そして、識別情報処理部７ａの設定情報格納部７５には、ＩＰ端末８
ａが接続されているという経路選択の情報が格納される。そして、識別情報設定としての
パケット交換装置番号（パケット交換装置１ａの番号）およびポート番号（パケット交換
装置１ａにＩＰ端末８ａが接続されている回線終端部３ａのポート番号）の情報が格納さ
れる。また、情報を得たいＩＰ端末８ａのＩＰアドレス９ａの情報が格納される。そして
、設定情報格納部７５から、第１セレクタ７３および第２セレクタ７４には、ＩＰ端末８
ａが接続されている経路選択の情報が設定される。
【００２０】
　また、識別情報付加部７１には、追加ＶＬＡＮタグを設定するための、識別情報として
のパケット交換装置番号およびポート番号の情報が設定される。また、識別情報検索部７
６には、情報を得たいＩＰアドレス９ａの情報が設定される。そして、ＩＰ端末８ａから
データが回線終端部３ａを介して識別情報処理部７ａに入力されると、識別情報付加部７
１は、追加ＶＬＡＮタグとして、パケット交換装置番号およびポート番号の識別情報を追
加して、第１セレクタ７３に送信する。そして、第１セレクタ７３はＩＰ端末８ａが接続
されていると経路選択の情報より、識別情報付加部７１からの追加ＶＬＡＮタグが付加さ
れたパケットを選択する。次に、このパケットはパケット交換部４に送信されるとととも
に、識別情報検索部７６にて検査される。そして、このパケットの送信元ＩＰアドレスを
検査し、このＩＰアドレスがＩＰアドレス９ａであることを検出し、このパケットの追加
ＶＬＡＮタグの識別情報を検索結果として検索結果格納部７７に格納する。
【００２１】
　次に、プロセッサ部５を介して、設定・監視端末８０にこの追加ＶＬＡＮタグの識別情
報が表示され、すなわち、ＩＰアドレス９ａを有するＩＰ端末８ａの接続されている、パ
ケット交換装置番号およびポート番号を表示することができる。尚、実際にはプロセッサ
部５にて検索結果の情報がパケット化され、パケット交換部４、ネットワーク１００を介
してパケット交換装置１ｂに送信され、設定・監視端末８０に送信されるものである。
また、パケット交換部４を介して、識別情報除去部７２に送信されたパケットは、追加Ｖ
ＬＡＮタグが削除され、第２セレクタ７４に送信する。
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【００２２】
　そして、第２セレクタ７４は、ＩＰ端末８ａが接続されていると経路選択の情報より、
識別情報除去部７２からの追加ＶＬＡＮタグが削除されたパケットを選択して、回線終端
部３ａからＩＰ端末８ａに送信される。また、回線終端部に接続された端末がパケット交
換装置の場合には、識別情報付加部および識別情報除去部の動作は行われるものの、実質
的には、第１セレクタ７３および第２セレクタ７４によりこれら識別情報付加部および識
別情報除去部以外の経路のパケットが選択されるものである。このことから、パケット交
換装置の接続される回線終端部には本願発明の機能は必要ないものの、パケット交換装置
がいずれの回線終端部に接続されるかは自由に設定することができる必要性から構成され
たものである。
【００２３】
　上記のように構成された実施の形態１のパケット交換装置は、ＩＰアドレス毎にいずれ
のパケット交換装置のいずれのポートに接続されているかを、ＩＰアドレスを有するＩＰ
端末がパケットを送信する際に識別情報として設定されるため、容易に検出することがで
きる。また、不用な場合には、追加ＶＬＡＮタグを削除してパケットを送信できるため、
他の動作に影響が生じることはない。
【００２４】
実施の形態２．
　上記実施の形態１においては、パケットにおいて実際にデータ通信においてＶＬＡＮタ
グを用いない場合について示したが、本実施の形態２においては、パケットのデータ通信
においてＶＬＡＮタグを用いる場合について説明する。まず、一般的に、ＶＬＡＮタグの
通信を行う場合のフレームは図９（Ａ）のように、第１ＶＬＡＮタグが設定されている。
また、２重タグを用いる場合のフレームは、図９（Ｂ）に示すように、第１ＶＬＡＮの前
に、第２ＶＬＡＮタグが挿入されて設定されている。本願発明においては、この２重タグ
のフレームを用いる。そして、通常の通信にて使用する通常ＶＬＡＮタグ（以下、通常Ｖ
ＬＡＮタグと称す）を設定するのは、通常ＶＬＡＮタグをポートベースで設定するものの
場合と、通常ＶＬＡＮタグをタグベースで設定するものの場合とのＶＬＡＮ種別が考えら
れる。
【００２５】
　そして、通常ＶＬＡＮタグをポートベースで設定する場合には、パケット交換部４にて
、当該通常ＶＬＡＮタグが設定される。また、通常ＶＬＡＮタグをタグベースで設定する
場合には、始めから通常ＶＬＡＮタグが設定されている。よって、本願発明の追加ＶＬＡ
Ｎタグを設定する場合、ＶＬＡＮ種別をそれぞれ確認して追加ＶＬＡＮタグを所定の箇所
に追加または所定の箇所から削除する必要がある。
【００２６】
　図１０はこの発明の実施の形態２におけるパケット交換装置の構成を示す図である。図
において、上記実施の形態１と同様の部分は同一符号を付して説明を省略する。本実施の
形態２においては、設定・監視端末８０からプロセッサ部５を介して設定情報格納部７５
に設定する情報に上記実施の形態１に加えて、ＶＬＡＮ種別の情報を設定するものである
。そして、設定情報格納部７５はこのＶＬＡＮ種別の情報を、識別情報付加部７１および
識別情報除去部７２に設定する。そして、これら識別情報付加部７１および識別情報除去
部７２は、このＶＬＡＮ種別の情報に応じて、識別情報付加部７１は追加ＶＬＡＮタグを
所定の位置に追加し、識別情報除去部７２は追加ＶＬＡＮタグを所定の位置から削除する
。
【００２７】
　上記のように構成された実施の形態２のパケット交換装置の動作について説明する。本
実施の形態２においては上記実施の形態１と同様に行うことができるため、ここでは、ポ
ートベースの場合と、タグベースの場合とにおける、通常ＶＬＡＮタグと、追加ＶＬＡＮ
タグとの関係について説明する。図１１（Ａ）は、ポートベースにて通常ＶＬＡＮタグを
設定する場合について説明する。ポートベースで通常ＶＬＡＮタグを設定する場合には、
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通常ＶＬＡＮタグはパケット交換部４にて設定されるため、識別情報付加部７１の通過前
のフレームは、図１１（Ａ）（１）に示すようにタグなしフレームにてパケットが送信さ
れる。そして、識別情報付加部７１を通過する際に、図１１（Ａ）（２）に示すように追
加ＶＬＡＮタグが追加される。そして、パケット交換部４にて、図１１（Ａ）（３）に示
すように通常ＶＬＡＮタグが追加ＶＬＡＮタグの前に設定される。
【００２８】
　これに対し、図１１（Ｂ）は、タグベースにて通常ＶＬＡＮタグを設定する場合につい
て説明する。タグベースで通常ＶＬＡＮタグを設定する場合には、通常ＶＬＡＮタグが付
加された状態で設定されているため、識別情報付加部７１の通過前のフレームは、図１１
（Ｂ）（１）に示すようにタグありフレームにてパケットが送信される。そして、識別情
報付加部７１を通過する際に、図１１（Ｂ）（２）に示すように追加ＶＬＡＮタグを通常
ＶＬＡＮタグの後に追加させる。そして、パケット交換部４には、図１１（Ｂ）（３）に
示すように識別情報付加部７１にて追加ＶＬＡＮタグが付加された状態にて送信される。
【００２９】
　上記のように構成された実施の形態２のパケット交換装置によれば、上記実施の形態１
と同様の効果を奏するのはもちろんのこと、通常の通信において通常ＶＬＡＮタグを使用
する場合、そのＶＬＡＮ種別を確認して、追加および削除ができるため、通常ＶＬＡＮタ
グを用いた通信を不具合が生じることなく通常と同様に行うことができる。
【００３０】
　尚、本発明は、その発明の範囲内において、実施の形態を適宜、変形、省略することが
可能である。
【符号の説明】
【００３１】
　１ａ～１ｅ　パケット交換装置、２ａａ～２ｅａ　ＬＡＮ回線、
２ａａ～２ａｎ　ＬＡＮ回線、３ａ～３ｎ　回線終端部、４　パケット交換部、
５　プロセッサ部、７ａ～７ｎ　識別情報処理部、８ａ～８ｅ　ＩＰ端末、
９ａ～９ｅ　ＩＰアドレス、７１　識別情報付加部、７２　識別情報除去部、
７３　第１セレクタ、７４　第２セレクタ、７５　設定情報格納部、
７６　識別情報検索部、７７　検索結果格納部、８０　設定・監視端末、
１００　ネットワーク、１０１　ＬＡＮアナライザ。
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